
　中国の少子高齢化が加速している。60歳以上の高齢者は2.64億人、65歳以上は1.91億人。ま
た2020年の出生数は3年連続の減少となった。一方、新型コロナウイルスの感染は、中国政府の
「ゼロコロナ政策」で、介護業界にも大きな影響をもたらした。特に高齢者人口率が最も高い上海
市では、ロックダウンを実施し、介護施設の閉鎖や、在宅高齢者が必要な介護を受けられない事
態となり、介護事業経営に大きな打撃を与えた。
　そのような中、最近国有企業の介護業界への参入が相次いでいる。土地や資金面で民間企
業より恵まれている国有企業の参入により、介護業界の競争は激化。国内経済の減速も影響し、
介護市場の不透明さが増している。
　本セミナーでは、中国政府が最も注力する在宅介護サービスと介護保険制度の現状、ロックダ
ウン期間中に在宅高齢者に行った公益活動について、介護分野の政府関係者と在宅介護最大
手企業が講演。生産性向上や介護DXに取り組み、介護医療制度改革を控える日本は、海外動
向から何を学ぶか。グローバルマーケットの視点からポストコロナの介護産業の行方を考える。

【お申込について】
・お申込・お支払はPeatix
でお願いします
・聴講費用 3000円（税込）
／人
・メールの転送行為を禁
止しています。複数名の
参加を希望される場合
は、必要枚数チケットを
ご購入ください。
・定員になり次第、締切ま
す。定員に達した場合は
ご了承ください。

中国高齢者産業協会専門家委員会理事／上海市養老服務業界協会専門家委員会主任／上海交通
大学国際事務と公共管理（MPA）講師。
中国の高齢社会問題のコメンテーターとして、露出度NO.1。中国の介護業界ではその名を知らない
人がいない。長年に渡り上海市民政局の「上海市高齢科学研究センター」のトップ責任者として、高齢
者問題を研究し、多くの刊行物や書籍の執筆と編集、様々な高齢者政策立案に携わる。国内の介護関
連シンボジウムで講演、専門家としてマスコミ報道のコメンテーターとして活躍。

中国の介護市場、
ポストコロナの最新動向
～2040年問題に向けて日本が海外から学べること～

中国の介護市場の現状及びポストコロナ市場の行方（仮）
第一部　14時～14時50分　講師：殷 志剛（いんしごう）氏

福寿康智慧（上海）医療養老服務有限公司創始者・董事長。
中国の在宅介護最大手。現在中国国内50都市以上、400事業所で事業を展開。訪問介護の高齢者ユー
ザーが10万人、従業員1万人を抱え急成長。訪問介護のほか、認知症専門の介護施設や地域密着の総
合サービスセンターなども運営。投資機関からの投資も相次ぎ、国内で大きく注目されている。九州大学
大学院MBA取得。在学期間を含む8年間、日本の「介護」を学ぶ。2011年に帰国、「福寿康」を創業した。

中国の在宅介護最大手の事業戦略
～在宅高齢者を支えた総合介護サービス～（仮）

第二部　14時55分～15時35分　講師：福寿康グループ 董事長 張 軍氏

全国各地で高齢者施設や病院を運営し、医療と福祉の連携を実践。運営事業所数は600ヵ所以上、入
居者数は約1万1500名、職員数は約1万4000名を数える全国有数の医療福祉グループ。毎年数百名
の新卒職員を迎える。

湖山医療福祉グループのポストコロナ経営戦略
～医療と福祉の連携で地域活性化～

第三部　15時40分～16時10分　湖山医療福祉グループ 湖山泰成代表

グローバル視点で考える介護の持続可能性
殷 志剛氏×福寿康グループ経営者×湖山泰成氏によるディスカッション

第四部　16時10分～16時40分

進行・通訳
日中福祉
プランニング
王 青 代表

・中国と日本のコロナ戦略、介護事業に与えた影響
・中国の介護保険制度の行方
・超高齢社会を支えるポストコロナ戦略
・介護DXの取組み
・中国と日本の介護事業者の連携の可能性 ほか

オンラインセミナー

主催：株式会社高齢者住宅新聞社 TEL.03-3543-6852 〒104-0061 東京都中央区銀座8-12-15
企画・共催：日中福祉プランニング

お問い合わせは

イベントページは
こちらから

https://www.koureisha-jutaku.com/
newspaper/synthesis/
jcwpsemi_20221013/

聴講費用
3,000円（税込）

14時～16時40分

��月��日
木曜日

2022年


